国語科　２学年　２１

	題材の
目標
	抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○詩を通読する。
○好きな言葉や表現をノートに書き写し，その理由をまとめる。言葉や表現が生み出している効果についても確認する。
○好きな言葉や表現を発表する。共感できた考えや自分にはなかった考えをノートにまとめる。
○詩の特徴を生かし，友達の発表を聞いて考えたことも踏まえて，詩の内容が効果的に伝わるように工夫して朗読する。
	○
	
	○
	③互いの朗読を聞き合い，それぞれの良さについて発表させる。


題材名「見えないだけ」　学習指導要領の内容[知・技（１）エ]　

	題材の題材名「アイスプラネット」　学習指導要領の内容[知・技（１）エ　思・判・表C（１）ア]　

目標
	・抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
・文章全体と部分との関係に注意しながら，登場人物の設定の仕方などを捉えることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○作品を通読し，注意する語句・新出漢字を調べる。
○これまでに読んだ作品を一つ取り上げ，登場人物の設定を確認する。
	
	
	
	

	2
	○「ぐうちゃん」の特徴を捉え，「ぐうちゃん」に対する「僕」「母」「父」それぞれの思いが分かる言動や表現を挙げ，それらに込められた思いを考える。
	○
	○
	
	

	3
	○「ぐうちゃん」に対する「僕」の思いを読み取る。
○「ぐうちゃん」のほら話に対する「僕」の考えの変化を捉える。
○「僕」が「ぐうちゃん」の部屋に二度と行かなかった理由を考える。
○手紙と写真を受け取ったときの「僕」の気持ちを想像する。
	
	○
	
	③「ぐうちゃん」に対する「僕」の思いの変化を，場面ごとに捉えさせる。

	4
	○「ぐうちゃん」の考え方や生き方について，自分の生活や経験などと比べながら「ぐうちゃん」に対する自分の思いをまとめる。
○登場人物の設定の捉え方について，分かったことを挙げ学習を振り返る。
	
	○
	○
	③「ぐうちゃん」に対する自分の思いをまとめ，まとめた　ことをグループで話し合わせる。


題材名「問いを立てながら聞く」　学習指導要領の内容[知・技（２）ア　思・判・表A（１）アエ]　

	題材の
目標
	・意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解することができる。
・目的や場面に応じて，社会生活の中から話題を決め，異なる立場や考えを想定しながら集めた材料を整理し，伝え合う内容を検討することができる。
・論理の展開などに注意して聞き，話し手の考えと比較しながら，自分の考えをまとめることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○意見と根拠を整理し，疑問に思うことや確認したいことを考えながら「友達の提案」を聞き，要点をメモする。
○メモを基に，意見や根拠の適切さについてグループで話し合う。
○「上達のポイント」を読み，意見とその根拠について，疑問に思うことや確認したいことを考えながら聞くことができたか，根拠の客観性や，意見と根拠の結び付きを確かめることができたかについて，学習を振り返る。
	○
	○
	○
	②メモを取る際には，小見出し，番号，記号，矢印などを用いて，話の要点や順序を視覚的に整理させる。
③意見と根拠の結び付きの適否を判断した理由を考えさせる。


[bookmark: _GoBack]
	題材の
目標
	抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	適宜
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	適宜
	○春の行事・暦に関わる言葉や，春の情景を詠んだ詩歌を味わい，伝統的な言語文化に親しむ。
	○
	
	○
	


題材名「季節のしおり　春」　学習指導要領の内容[知・技（１）エ]　

	題材の
目標
	・現代語訳や語注などを手掛かりに作品を読むことを通して，古典に表れたものの見方や考え方を知ることができる。
・文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け，自分の考えを広げたり深めたりすることができる。
・根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり，表現の効果を考えて描写したりするなど，自分の考えが伝わる文章になるように工夫すること。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	３時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○「枕草子」を朗読し，現代語訳を参考に情景を想像しながら古文を読み味わう。
	○
	
	
	

	2
	○作者のものの見方や感じ方を読み取り，自分が感じる四季の趣と比べる。
	
	○
	○
	③どのようなことに四季の趣を感じるのか，各自の考えをまとめさせる。

	1
	○自分流「枕草子」を書く。自分ならではの季節感を表す文章を400字程度で書き，友達と読み合って感想をまとめる。
○作者のものの見方や考え方について，学習を振り返る。
	
	○
	○
	②１人１台端末等の文書作成ソフトを活用し，友達が作成した作品を読み合わせる。


※　「読むこと」２時間扱い　「書くこと」１時間扱い題材名「枕草子　自分流『枕草子』を書こう」　学習指導要領の内容[知・技（３）イ　思・判・表B（１）ウ　C（１）オ]　※複合題材

	題材の
目標
	情報と情報との関係の様々な表し方を理解し使うことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○教材文を読み，情報を整理し，視覚的に表す方法を理解する。
○問題１～３に取り組む。
○情報を書き出して整理し，関係を図で表す四つの方法についてポイントを確認し，学習を振り返る。
	○
	
	○
	②キーワードや短い表現を使うように促す。視覚的に分かりやすくなるように，付箋や色ペンなどを準備して使わせることも考えられる。


題材名「情報整理のレッスン　思考の視覚化」　学習指導要領の内容[知・技（２）イ]　


	題材の
目標
	・情報と情報との関係の様々な表し方を理解し使うことができる。
・目的や意図に応じて，社会生活の中から題材を決め，多様な方法で集めた材料を整理し，伝えたいことを明確にすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○調べる職業を決めて知りたい項目や内容を挙げ，それらに適した調べ方を考えて，多様な方法で情報を集める。
	○
	
	
	②図書館や資料館，インターネット，インタビューなど，多様な情報収集の方法を考えさせる。

	2
	○複数の情報源から集めた情報を，図や記号，表などを用いて分類・整理する。目的に合った情報を精査し，取捨選択する。
	○
	○
	○
	②複数の情報源で調べる，出典を明らかにするなど，既習事項を想起させる。

	3
	○見出しや文章，図・表・グラフ，写真などの配置を工夫して紙面構成を考える。
	
	○
	○
	③グラフや図表と関連させて，自分が伝えたいことをまとめさせる。

	4
･
5
	○下書きをして，推敲し，清書する。
○完成した作品を読み合い，まとめ方や情報の活用の仕方で良いと思った点や，感想を伝え合う。
○学習を振り返り，学んだことを今後どのように生かしていきたいかを考える。
	
	○
	○
	③友達の作品を読み合い，気付いた点について学級やグループで話し合わせる。


題材名「多様な方法で情報を集めよう　職業ガイドを作る」　学習指導要領の内容[知・技（２）イ　思・判・表B（１）ア]　





	題材の題材名「漢字１　熟語の構成　漢字に親しもう１」　学習指導要領の内容[知・技（１）ウ]　

目標
	第１学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字のうち350字程度から450字程度までの漢字を読むことができる。また，学年別漢字配当表に示されている漢字を書き，文や文章の中で使うことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○教材文を読み，熟語の構成の種類について理解する。
○練習問題に取り組む。
○P.40「漢字に親しもう１」に取り組む。
	○
	
	○
	








	題材の
目標
	・話や文章の構成や展開について理解を深めることができる。
・文章全体と部分との関係に注意しながら，主張と例示との関係などを捉えることができる。
・文章と図表などを結び付け，その関係を踏まえて内容を解釈することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○本文を通読し，注意する語句・新出漢字を調べる。
○文章全体に関わる問題提起と，それに基づく大きな仮説を確かめ，構成を捉える。
	○
	
	
	

	2
	○「前提」に書かれた内容を確かめ，筆者が三つの仮説の前に，この部分を置いた理由を考える。
	
	○
	
	③「前提」がある場合とない場合とを考え，その違いに気付かせる。

	3
	○三つの仮説に対する検証の内容とその結果を，それぞれ文章中の言葉を用いて簡潔にまとめる。
○グラフや模式図，写真などを示した筆者の意図を，それに対応する文章との関係を基に考える。 
	
	○
	
	③文章を読み，理解したことや考えたことを説明したり文章にまとめたりさせる。

	4
	○考えたことを話し合う。
○文章の構成や図表の使い方の中で，効果的だと感じたものを挙げながら，学習を振り返る。
	
	○
	○
	③文章の構成や図表の使い方に込められた筆者の意図について考えさせる。


題材名「クマゼミ増加の原因を探る」　学習指導要領の内容[知・技（１）オ，思・判・表C（１）アウ]　

題材名「思考のレッスン１　具体と抽象」　学習指導要領の内容[知・技（２）ア]　

	題材の
目標
	意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○教材文を読み，具体と抽象の概念を理解する。
○問題１，２に取り組む。
○学習を振り返って，考えを伝え合うときに，具体と抽象の観点を意識しながら話し合うと理解が深まることを確認する。
	○
	
	○
	③身の回りの生活の中にある具体と抽象について，各自が考えたことを話し合わせる。







	題材の
目標
	・言葉には，相手の行動を促す働きがあることに気付くことができる。
・自分の立場や考えが明確になるように，根拠の適切さや論理の展開などに注意して，話の構成を工夫することができる。
・資料や機器を用いるなどして，自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○プレゼンテーションのテーマを決め，相手，話題，目的を確かめる。
○相手の興味などを踏まえて提案内容を決め，情報を集める。
	○
	
	
	②１人１台端末を活用し，相手の興味をひきつける　
　プレゼンテーションの仕方を調べさせる。

	2
	○効果的な話の構成を考え，提示資料を工夫する。
○役割分担や時間配分を決め，話す練習をする。
	
	○
	○
	

	3
･
4
	○グループごとにプレゼンテーションをする。
○聞き手は，話の構成や話し方に注意して，質問を考えながら聞く。
○相手や目的に最も適した提案をクラスで選び，その理由も含めて話し合う。
	
	○
	○
	②１人１台端末等を活用させ，資料の提示の仕方を工夫させる。

	5
	○プレゼンテーションを振り返り， 話し方や話の構成，資料や機器の使い方など，良かった点や改善点を考える。
○提案をするとき，どのようなところに気を付けたか，学んだことを今後どのように生かしていきたいか，学習を振り返る。
	
	○
	○
	③自分の主張を効果的に伝えるためには，どのような点に工夫すれば良いか，自分の言葉でまとめさせる。


題材名「魅力的な提案をしよう　資料を示してプレゼンテーションをする」　学習指導要領の内容[知・技（１）ア　思・判・表A（１）イウ]　

題材名「漢字に親しもう２」　学習指導要領の内容[知・技（１）ウ]　







	題材の
目標
	第１学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字のうち350字程度から450字程度までの漢字を読むことができる。また，学年別漢字配当表に示されている漢字を書き，文や文章の中で使うことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○新出漢字を確認する。
○言葉の意味が分からないときは，国語辞典等で調べながら練習問題に取り組む。
	○
	
	○
	②辞書を活用し，新出漢字の意味を調べさせる。





題材名「文法への扉１　単語をどう分ける？」　学習指導要領の内容[知・技（１）オ]　






	題材の
目標
	単語の活用，助詞や助動詞などの働き，文の成分の順序や照応など文の構成について理解することができる。

	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	２時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
･
2
	○導入や解説を読み，単語が幾つかの観点で分類されることを確かめ，そのうち「自立語」について学ぶことを理解する。
○文法１「自立語」を読み，自立語の各品詞の性質などについて理解する。
○下段の練習問題に取り組み，理解の程度を確かめるとともに，今後の学習に生かせるようにする。
	○
	
	○
	③身の回りの言葉が，どの品詞に分類されるか考え
させる。



	題材の
目標
	・情報と情報との関係の様々な表し方を理解し使うことができる。
・目的や意図に応じて，多様な方法で集めた材料を整理することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	３時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○メディアを比べて，特徴を理解する。
○P.60-61に示された様々なメディアを「速報性」「詳細さ」「信頼性」の三つの観点で比較し，その根拠を話し合う。
	○
	
	
	②１人１台端末等や図書館資料等を活用して情報を入手させ，様々なメディアの特徴を捉えさせる。

	2
	○話し合ったメディアの特徴と根拠を，表や図などにまとめる。
○目的や状況に応じたメディアの選び方を考える。
	
	○
	○
	③読み手が理解しやすいように，メディアの特徴を工夫し
てまとめさせる。

	3
	○情報の受け取るときの留意点を考える。
○自分が今後，メディアから情報を得る際に意識していきたいと思うことを伝え合う。
	
	○
	○
	①防災副読本等を活用して，東日本大震災当時の様子や復興の様子などについて紹介する。通信や出版設備に被害が出たことに触れ，状況に応じて使用できるメディアに制約があることを理解させる。
②どのような情報も，発信者によって編集されたものであることを理解させる。


題材名「メディアを比べよう　メディアの特徴を生かして情報を集めよう　『自分で考える時間』をもとう」　学習指導要領の内容[知・技（２）イ　思・判・表B（１）ア]

	題材の
目標
	・抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
・観点を明確にして文章を比較するなどし，文章の構成や表現の効果について考えることができる。
・文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け，自分の考えを広げたり深めたりすることができる。
・表現の効果を考えて描写するなど，自分の考えが伝わる文章になるように工夫することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○「短歌に親しむ」を通読し，情景を想像しながら短歌を朗読する。
	○
	
	
	

	2
	○本文中から，筆者のものの見方や感じ方がよく表れている表現を抜き出し，短歌の特徴についてまとめる。
○好きな一首を選び，自分の知識や経験と結び付けて感想を書く。
	
	○
	○
	③短歌を読み，引用して解説したり，考えたことなどを伝え合ったりさせる。

	1
	○「短歌を味わう」を読み，内容や表現の仕方について感じたことを話し合う。
○目にした情景，心に残る出来事や感動したことなど，題材を探して短歌を作る。
	
	○
	○
	④身の回りの出来事を題材として短歌を創作させる。

	2
	○自他の短歌を比較して，表現の特徴や効果について話し合う。
○どのようなことに着目して，短歌を読み味わったか，また，短歌の創作において，心情や情景などを伝えるためにどのような工夫をしたか，学習を振り返る。
	
	○
	○
	③短歌を創作し，感じたことや工夫したことを書かせる。


※　「読むこと」２時間扱い　「書くこと」２時間扱い題材名「短歌に親しむ　短歌を味わう　短歌を作ろう」　学習指導要領の内容[知・技（１）エ　思・判・表B（１）ウ　C（１）エオ]　※複合単元

	題材の
目標
	・本や文章などには，様々な立場や考え方が書かれていることを知り，自分の考えを広げたり深めたりする読書に生かすことができる。
・文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け，自分の考えを広げたり深めたりすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	２時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
･
2
	○全文を通読し，注意する語句・新出漢字を調べる。
○文章を三つのまとまりに分け，それぞれ要約して，内容を捉える。
○美しい言葉，正しい言葉に対する筆者の考え方について，自分はどのように考えるか，話し合う。
○学習を振り返り，自分の考えを広げたり深めたりするために，今後，本や文章をどのように読んでいきたいかを考える。
	○
	
	○
	③自分の知識や経験と結び付けて考えさせる。




題材名「言葉の力」　学習指導要領の内容[知・技（３）エ　思・判・表C（１）オ]　



	題材の
目標
	抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，類義語と対義語，同音異義語や多義的な意味を表す語句などについて理解し，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	２時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
･
2
	○導入の課題に取り組み，言葉同士の関係性について興味を持つ。
○教材文を読み，類義語・対義語・多義語について理解する。
○「生活に生かす」を読み，言葉の幅を広げるのに，類義語・対義語に注目すると良いことを知る。
	○
	
	○
	③類義語には，意味が微妙に違うものや，意味は同じでも語感が違うものがあることに気付かせる。


題材名「言葉１　類義語・対義語・多義語」　学習指導要領の内容[知・技（１）エ]　





	題材の
目標
	抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，類義語と対義語，同音異義語や多義的な意味を表す語句などについて理解し，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○言葉を分類して，類義語を集める。
○教科書にある言葉を，「具体的な物や事柄を表す言葉」と「抽象的な概念を表す言葉」に分類する。
○「抽象的な概念を表す言葉」から一つ選び，類義語を集める。
○類義語を比較し，分かったことを話し合う。
○集めた類義語を使って文を作り，そこから分かった違いをまとめる。
○ P.81「対義語を考える」に取り組む。
	○
	
	○
	③意味や使い方の微妙な違いに気付かせる。


題材名「言葉を比べよう」　学習指導要領の内容[知・技（１）エ]　




	題材の
目標
	本や文章などには，様々な立場や考え方が書かれていることを知り，自分の考えを広げたり深めたりする読書に生かすことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○教材文を通読し，様々な読書活動を知る。
○「本の紹介合戦」「読書ポスター」「本のリスト」の中から，夏休みに行う活動を選ぶ。
○活動の内容に沿って，見通しを立てる。（本の紹介合戦は，読書記録を基に本を決め，その魅力が伝わるような紹介の仕方を考える。読書ポスターは，グループでテーマを決め，それに合った本を選ぶ。読書記録は記録の仕方を確認する。）
○グループごとに活動を行い，感想を発表し合う。 
	○
	
	○
	④仙台市図書館の授業用図書貸出を計画的に利用することもできる。
④ブックトークは，仙台市図書館ブックトークボランティア「ランプ」に依頼することも考えられる。


題材名「読書を楽しむ」　学習指導要領の内容[知・技（３）エ]　

	題材の
目標
	・本や文章などには，様々な立場や考え方が書かれていることを知り，自分の考えを広げたり深めたりする読書に生かすことができる。
・観点を明確にして文章を比較するなどし，文章の構成や表現の効果について考えることができる。
・文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け，自分の考えを広げたり深めたりすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○二人の翻訳者による「星の王子さま」を読み比べ，翻訳の違いによる作品の印象の違いについて考える。
○「翻訳」の意味や，翻訳作品・外国文学のおもしろさについて理解する。
○「本の世界を広げよう」を参考に，今後読みたい本を考える。
	○
	○
	○
	③作品を読み比べ，引用して解説させたり，考えたことなどを伝え合わせたりする。
④司書教諭や学校図書事務員と連携し，実物を見せることなども考えられる。仙台市図書館の『授業用図書貸出』を計画的に利用することもできる。


題材名「翻訳作品を読み比べよう　星の王子さま　読書コラム『わからない』は人生の宝物　読書案内　本の世界を広げよう」　学習指導要領の内容[知・技（３）エ　思・判・表C（１）エオ]　

	題材の
目標
	抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。

	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	適宜
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	適宜
	○夏の行事・暦に関わる言葉や，夏の情景を詠んだ詩歌などを味わい，伝統的な言語文化に親しむ。
	○
	
	○
	


題材名「季節のしおり　夏」　学習指導要領の内容[知・技（１）エ]　







	題材の
目標
	・抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
・登場人物の言動の意味などについて考えて，内容を解釈することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○全文を通読し，注意する語句・新出漢字を調べる。
	
	
	
	

	2
	○作品の構成を捉える。
○それぞれの場面に描かれた内容を，「時・場所・出来事」の観点でノートに整理する。
	
	
	
	

	3
	○登場人物の言動や様子を描いた表現から読み取れる，人柄や心情について考える。
	○
	○
	
	③詩歌や小説などを読み，引用して解説させたり，考えたことなどを伝え合わせたりする。

	4
	○具体的な場面や描写を基に，作品の印象や特徴を伝え合う。
○学習を振り返り，登場人物の言動の意味に着目することで，どのようなことが読み取れたか挙げる。
	
	○
	○
	③読み取ったことを友達と交流させ，ものの見方や考え
方を深めさせる。


題材名「盆土産」　学習指導要領の内容[知・技（１）エ　思・判・表C（１）イ]　

	題材の
目標
	・本や文章などには，様々な立場や考え方が書かれていることを知り，自分の考えを広げたり深めたりする読書に生かすことができる。
・観点を明確にして文章を比較するなどし，文章の構成や表現の効果について考えることができる。

	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	３時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○全文を通読し，注意する語句・新出漢字を調べる。
○二つの思い出の内容を整理する。
	
	
	
	④図書館や市民センター等を活用して，自分が住む
地域の戦時中の様子について調べさせることも考
えられる。

	2
	○表現に着目して，人柄や心情について読み取る。
	
	○
	○
	

	3
	○父親に対する「私」の思いについて考える。
○学習を振り返り，前半と後半で，表現の仕方にどのような違いがあったか，自分の言葉でまとめる。
○随筆をより深く味わうためには，どのような点に着目して読むと良いか，友達と考えを交流する。
	○
	○
	○
	③文章を読み，引用して解説させたり，考えたことなどを伝え合わせたりする。


題材名「字のない葉書」　学習指導要領の内容[知・技（３）エ　思・判・表C（１）エ]　

	題材の
目標
	・言葉には，相手の行動を促す働きがあることに気付くことができる。
・論理の展開などに注意して聞き，話し手の考えと比較しながら，自分の考えをまとめることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○話し手や聞き手の役割を理解し，「今，夢中になっていること」や「私が輝く瞬間」をテーマに，インタビューの準備を行う。
○思いや考えを引き出すためにどのように質問したらよいかを考え，「話し手」「聞き手」「聴衆」の役割を交代しながら，インタビューを行う。
○「話し手」「聞き手」「聴衆」それぞれの立場から，気付いたことや考えたことを出し合う。
	○
	○
	○
	③話を聞いて，思いや考えを引き出す質問をさせる。


題材名「聞き上手になろう　質問で思いや考えを引き出す」　学習指導要領の内容[知・技（１）ア　思・判・表A（１）エ]　





	題材の
目標
	・言葉には，相手の行動を促す働きがあることに気付くことができる。
・敬語の働きについて理解し，話や文章の中で使うことができる。
・根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり，表現の効果を考えて描写したりするなど，自分の考えが伝わる文章になるように工夫することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	３時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
･
2
･
3
	○手紙と電子メールを比較し，活用場面を考える。
○伝えたい内容を決め，通信手段を選ぶ。
○手紙や電子メールを書き，気持ちや用件が伝わったかどうかを互いに伝え合う。
○相手や目的に応じて，言葉遣いをどのように気を付けたか，通信手段をどのような観点で選んだか，気持ちや用件が伝わるように，どのような点に注意したかなどについて，学習を振り返る。
	○
	○
	○
	③相手や目的に応じて敬語を用いる，気持ちや用件が伝わるように具体例を入れるなど，表現の工夫をさせる。


題材名「表現を工夫して書こう　手紙や電子メールを書く」　学習指導要領の内容[知・技（１）アカ　思・判・表B（１）ウ]　

	題材の
目標
	・敬語の働きについて理解し，話や文章の中で使うことができる。
・読み手の立場に立って，表現の効果などを確かめて，文章を整えることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○木本さんの手紙の下書きを読み，適切な文字や表記に書き改める。
○……線部㋐㋑について，より効果的な表現を考える。
○どのような点に着目して，手紙を推敲したか，学習を振り返る。
	○
	○
	○
	③社会生活に必要な手紙や電子メールを書くなど，伝えたいことを相手や媒体を考慮して書かせる。


題材名「表現の効果を考える」　学習指導要領の内容[知・技（１）カ　思・判・表B（１）エ]　

	題材の
目標
	敬語の働きについて理解し，話や文章の中で使うことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○導入の例文を読み，敬語の使い方について考える。
○教材文を読み，敬語の働きや種類について理解する。
○教材文を読み，敬語の組み合わせについて考える。
	○
	
	○
	③P.119「生活に生かす」を読み，実際の生活場面で敬語を使うときの注意点について考えさせる。


題材名「言葉２　敬語」　学習指導要領の内容[知・技（１）カ]　

	題材の
目標
	・第１学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字のうち350字程度から450字程度までの漢字を読むことができる。また，学年別漢字配当表に示されている漢字を書き，文や文章の中で使うことができる。
・抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，類義語と対義語，同音異義語や多義的な意味を表す語句などについて理解し，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○同じ訓を持つ漢字の使い分けについて理解する。
○同じ読みで意味の異なる言葉（同音異義語）の使い分けについて理解する。
○P.121の練習問題とP.122「漢字に親しもう３」に取り組む。
	○
	
	○
	②１人１台端末等を活用して，同音異義語や類義語について調べさせる。


題材名「漢字２　同じ訓・同じ音を持つ漢字　漢字に親しもう３」　学習指導要領の内容[知・技（１）ウエ]　





仙台版スタンダードカリキュラム単元（題材）の指導計画

